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は じ め に

舘   弘 志

修学旅行という学校行事は、いつ頃から実施されてきたのかはっきりしないが、法律的に制度として確立されたもので

|ま な く、自然発生的に成立したもののようである。

大変占い話で恐縮であるが、修学旅行の教育的意義 を、明治2昨の「教育辞書」では、その目的は『…主として教授の

為ることあり、身体の為ることあり、一般に見間を広める為なりと言えども、要するに旅行は教員児童の共同事業なるを

以って、その間に訓練上利用すべき部分も頗る多 し』と書いている。修学旅行をとおして、共同の精神・秩序の思想 。知性

?[ξl偲横,保澤琶畠募言倉ξを[[:i埋 littti3畠奮L瞥落1,F督 :]島』曽擬重「侵縄匡|こ星1::よ書
人間とのかかわりを考え直おしてみようとする基本的姿勢には変りはなく、その目的もここにある。

ソ連には『愚かなる者は森に入っても何 も見ないJと いぅ古い諺がある。見る気のない者は森に入っても、美 しい花

も、緑なす樹陰も、小鳥のさえず りも、自然の営みそのものが目に入らないということであろう。

諸君は『愚かなる者 ¨……』になることなく、この機会をとおして、友情とは何か、自然と自己とのかかわりとは何か、

集団の中での個人はどうあるべきか等々、体験をとおしてしっかり考えてきて欲 しい。

-1人 1人 の生徒諸君にとって有意義で実り豊かな旅行になることを祈る
一
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幸t漱域り鮮穐ご
日 程 表

第 1 日 (10月 22日 )(火 ) (広島～大阪～   )
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(10月 23日 )(水 )(長 野 ～上 高地 )
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}朝  食(善光寺見学)

大       町
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扇   沢   着

扇   沢   発

〕大 町  (昼 食)

本

着

浴

呼

寝

先発 下車後点呼―バス乗車
後続   ″    ″

兄部坊 靴は脱いでビニール袋

⑩
10: 00

10: 30

101 46

11: 40

12: 03

12: 19

12: 25

12: 45

13: 20

t写真。自由行動 ヨドー
'′

4

ドライブイン「黒部路J

トイレス トップ

椰
)分宿 0■ヤド など

ダ

地

入

渡
　
　
．

１

高

事

松

奈

上

食

点

就

お 'C



考 察 (学習パンプレットを読んで各自記入 しよう)
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黒四ダム (黒部川第四発電所)

世界第 4位 のアーチ式ダム,高 さ 186
堤頂長 475m
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奈川渡 タム

渓谷 に沿 って アーチ式 ダムと揚 水式発電所群 (90万 kw)

)｀ 十卜=ネ
|し

~てい
「・.)ト ドぅ |

MEMO

け
体

L
-5-



第  3 日

時  刻 程
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(10月 24日 )(本)(上高地～白樺湖)

朝 食 は 自由 に

重彫な鐘亀4ψ 弁 当を受 取 り自由行 動
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丁 ,… 秀
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上高地自然研究路

自然の探究、渓谷、山岳、森林、湖沼、高原、渓流、温泉
などの風景の要素をそなえている。

明神池コース (河童橋―小梨平―明神橋―明神池―河童橋)

大正池コース (河童橋―ウエス トン碑―田代橋―出代池―

(約 2F寺間)一人正池―帝国ホテルー河童橋)

霧ケ峰/rl原 植物群落 (八 島ケ原湿原、踊場湿原、卓山湿原)

白樺湖

もと池の平の湿原地帯、周囲 6 km、 深さ10mの 人造湖

―――JEMO



第 4 日 (10月 25日 )(金)(白樺湖～河□湖)

6: 00

7・ 1_00

8: 00

8: 10

9:10
9: 30

呼

食

発

湖

科

野

界

府

峠

点

山

樺
　
　
　
　
　
　
　
坂

床起

朝

車

白

蓼

茅

国

甲

御

港供^ぶ
ぎ =t

トイレス トップ「甲斐駒 ドライブインJ

)河  □ 湖 (昼食)1富 士急ハイラン ドレス トラン

河 口 湖 発
|

富 士 五 合 目 1奥庭一御,         ~~率
ト

庭一富士五合日

東 海 道 自然 歩 道 十一本本一足和田山一紅葉台

河 □ 湖 着 富士急ハイランドホテル 希ミtド、不 キ Fit lつ トセ
ょ れ 芋ご

ヮЪl実
行
鼈赫、榊)ギ幕″_― ル

`1 1rl・
点        呼

|

_就    ___」ユ_L

12: 00

12: 50

13: 00

Ⅷ
　
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ一

‐７

　

‐８

２‐

２２

一

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ



|¨

霧ケ峰、蓼科高原

八ケ岳連峰の西にひろがる大草原の溶岩台地
ニッコウキスゲ、スズラン、マツムシソウなどの高山植物

河□湖 北岸産屋ケ崎からの「さかさ富士」が一番美 しい

富士五合目 2340m(小御岳)

"夕 暮の空に富士ありわが心着くところなく旅の道行く"

尾上 柴舟

夕方の赤富士、早朝の富士の雄姿に期待
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(汀 日湖～熱海)
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1  考 察 (学習パンフレット

「

~~~~~~ を読んで各自記入 しよう)

芦ノ湖

箱根山上にできた火日原湖 水温は年間を通 じて 4℃以上

で冬でも凍らない。
"入鉄砲に出女

天城峠 伊豆の踊子の叙情をしのばせる。今は トンネル

下田 近代日本黎明の地

黒船来航、開港にまつわる史蹟が随所にあるが、今は温泉

町として発展している。 (蓮台寺温泉から引湯)

約 460ケ 所の源泉、毎分 130002湧出の大温泉地
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日 (10月 27日 )(日)(熱海～広島)

点  呼

食
大 阪 で弁 当積 込 み ―

―

J―

― ―

|

|床
　
　
車

島

起

朝

下

広

‐―
―
―
―
―
―
「一

準

駅 響 |ホ ーム整列 点呼 解団式

_望__‐ |



役 務 分 担 表
職 員の部

・ 印は係主任



「

1号車

塚本 (数 )

各 H R主 任

密山、灘尾 、西 平

小桜、医師、看護婦

三 浦

秋 山 (芸 )

片山

'1山
9    10

誦
6¬

鳳 ヨ

2号車
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バ ス編 成表
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|:号 量|
1熙 師
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宿舎所在地
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薫:≪釉

1琳1祢

鑑到雉鎧証 I軋隕
旅人は時に感傷の心あり
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宿 舎 割 当

職員 18号三浦 茶堂 大塚 小笠原 29号 永井 看 護婦

轟
職員 西平 片山 久伝

221号 医師・写真
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10月 24日 (木) ホテルビーナス (卓山高原)

組

一
Ａ

Ｂ

C

D

E

F

G
H
I

3K

子

ききょう0つ したかがく7-lЭ り/だう04-19

1527(1-5) 1528(6--10) 1529(11--15)

153Xl(16-20)1531(21-24)

職員 本部 lA 学校長・佐藤・山中

1502灘尾・ 久伝 。小笠原

1504添 乗員

―-18-―

lB 三浦・茶堂・片山・密山

1532西平 。大塚 2214 衆樹・

2206《併巧Э

2212(43-47)2213(8 51)

1511(45-51)

1501 永井・小桜・秋山・看護婦

塚本 1503 医師・写真

女 子

1536(1-6)1537(7-12)1538(13-18)1540C

1548(1 6D15500-12)1551(13-101552(19-24)

2101(1-8)2102(9-16)2103(18-24)

2110(1-5)2111(6-10)2112(11-15)

2113(16--20) 2114(21--24)

2201〈 1-の 2202(9-16)2203(17-24)

2207G―-8) 2208(9--16) 2209(1卜 24)

1507C■)1508(7-101509C卜 101510(1卜 24)

1521(1-5)1522(6-10)

154(39-45)1555(46-52)

1534(39-45)155く 46-52)

1543(39--45) 1544(46--52)

1546(39--45) 1547(46--50

21“ (39-45)2106(46-52)

2108(39--45) 2109(46--52)

こまくさOQ=
2DI

1553(31-38)

1533(31-38)

1545(31-38)

2104(31--38)

2107(31--38)



10月 25日 (金) 富士急ハ イ ラ ン ドホテル (河 日湖 )

目妻胃
202(9-10

204(9-16)

207(9-16)

302(9--16)

304(9-16)

307(9-16)

402(9--16)

405(9-16)

400(9-16)

"0(19-25)205(17-24)

208(17-24)

300(17-2)

305(17-24)

308〈 17-24)

403(17-24)

406(17-24)

411(17-25)

ID ttα
の

309(31-381321(39-4)322(46-52)

419(31-3つ 420(38-45) 421(46-52)

422(31--37) 423(38--44)  424(45--51)

425(31-30426(38-44)427(45-51)

221(21-2の 222(29-%)22436-41)

職員 りんどう (2階)大塚・久伝 はぎ (2階 )西平 。片山 しやくなげ (2階)永井・秋山

ふ じざくら (2階)き きよう (2階)添乗員

3階 愛鷹 衆樹・灘尾  長尾 小桜・看護婦  宝永 密山・塚本

本部 笙坂 学校長・佐藤  三つ峠 山中・三浦  小御岳 小笠原・茶堂  415号 医師。写真

1裾}数≫掛絲υ
1314(31-30315(39-45)316(46-52)



旅 イ予 の 心 得

A 行動一般について

1 団体の規律をよく守り観音高校生として恥ずかしくない行動をとること。
2 団体行動であるから、他人に迷惑をかけず、指幕音 (教師・添乗員・旅行委員 。班長等)の指示にしたがい、秩序あ

3 曾量角』こ[毒稚」警し、滉宏篠[11:』てとぃぅょうな言動はつつしみ、日常の学園生活の成果をますます高
めるように努めること。

B 集合,点呼

1 各HRは 男女とも出席番号llRに 一列に並び旅行委員は先頭に位置する。
2 点呼連絡は、班長→ 旅行委員→ HR主任→ 総JRL揮 者とする。

3 点呼時その他で単独行動 (ト イレその他)の場合は、班長にとどけて行動すること。

C 宿舎での心得

1 定められた部屋割りは厳守 し、勝手に交替することはしない。 虔9■ っ、電
ヽ
じ卜)ヽ

`ヽ

′
2 就寝時「ll、 起床時間は厳守すること。

3 旅行中、宿舎での思い出はまた格別なものである。皆で楽しく、また充分休息できる雰囲気をつくるよう心がけよう。

D 車内での心得

1    1 列車内では、他の乗客の迷惑になるような放歌 。高笑はつつしみ、旅のエチケットを心得て行動すること。

|    -201三
'(D多

ヽヽFハド11宦 7｀ ょ、、.(｀、車下ヽな||ゎsヽ
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2 列車内での消灯後は、自分の席からはなれず、眠れなくても静かにしていること。表一ι′ず、.キ 、
一ふ ,,ぃ

E署上のぼ                感ifFt｀1鼻↑ゴ
1 自然愛護に留意 し、特に国立公園内の動物・植物に傷をつけないこと。

2 
こ 山色良L薬>V熱 」

`法
広島挨拶をL=う 。そして

Ц要
が登 :二重に」全´よ Iユ錮」直ミ参イガ■

F `民健衛生

1 旅行中の自分の健康には特に留意し、楽 しい旅ができるようにしよう。

イ 睡眠を十分とること。

口 暴飲暴食は消化器を弱め、いろいろな病気の原因になるので気をつけよう。

2 身体的に異常のある場合には、早 くHR主任又は養護教諭に申し出ること。

G 安全対策

1 災害は各自の不注意・ ゆだん 。常軌を逸 した行動から起ることが多い。お互いに注意 しあって、規則正しい行動を

し事故を未然に防止することが大切である。

2 旅館では、建物の構造 {覆菫亘レ必ず確認すること。

3 非常事態が発生した場合は、教師に連絡 し、それぞれの係の指揮に従って、冷静に秩序ある行動をすること。

H 服  装

1 学校規定の制服、靴を着用すること。

2 車中・宿舎では、派手でない くつろいだ服装になってもよい。

3 高地で宿泊するのでセーター等を用意すること。

4 登山できる服装・靴を用意すること

一-21-―


